















附属天文台 (花山と飛騨)の構成員は平成 19年度末の時点で職員と大学院生合わせて 39
人、うちわけは、常勤職員 7人 (教員 5人、技術系 2人)、非常勤研究員 (PD)5人、非常勤
職員 10人、院生 17人、となっています。平成 19年度は、ひので衛星効果もあって、論
文 64編 (うちレフェリー論文は 50編)が出版され、学会・研究会発表は 173編 (うち国際



























































平成 20年 (2008年) 11月 24日
京都大学大学院理学研究科
附属天文台台長 柴田一成
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